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要旨
　本稿は、明治期の大阪において、教育用具としてのピアノが幼児教育の場である幼稚園にい
つ頃導入され、どのように使用されていたかについてその一端を明らかにしたものである。大
阪で初めてピアノを設置したのは、1880（明治 13）年に町立幼稚園として設立された愛珠幼稚
園であったと考えられ、1883（明治 16）年にピアノが設置されたことが分かっている。当時ま
だ珍しく高額であったピアノが同園に設置された背景としては、第 1 に同園が設立当初より遊
戯とならんで唱歌や音楽の指導を重視していたこと、第 2 に同園が富裕な商人たちの財力を後
ろ盾としており財政的に豊かであったこと、第 3 に設立当初から本物を用いた現実主義的な保
育を志向する姿勢があったことが考えられた。さらに、当時、愛珠幼稚園の保育においてピア
ノがどのように使用されたのかについて検討した結果、同園がモデルの 1 つとしたわが国最初
の幼稚園である東京女子師範学校附属幼稚園と同じく、主に園児の行進や唱歌の伴奏に用いら
れたことが明らかになった。さらに同園においては、早ければ明治 20 年代に、遅くとも明治
40 年代にはピアノが遊戯活動の中で使用されるようになったと推察できた。
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1 ．はじめに
　わが国に初めて幼児教育用のピアノが設置されたのは 1876（明治 9）年、東京女子師範学校
附属幼稚園（現在のお茶の水女子大学附属幼稚園）においてのことであった。同園は同年 11 月
に開設されたわが国初の幼稚園であり、開設の年に遊戯室にピアノが設置されたと推測されて
いる（武石、2009 年、p.2）。ここから、ピアノはわが国の幼児教育の黎明期からこれまで百数
十年にわたって現場で活用されてきた、歴史的に重要な意味を持つ教育用具といえる。それで
は導入当初、ピアノは教育用具としてどのように使用されていたのであろうか。西海（2015 年、
pp.32-33）によれば、東京女子師範学校附属幼稚園では、開園当初、首席保母であった松野ク
ララ（クララ・チーテルマン）が自らピアノを弾いていたという。ピアノは、週 2 回おこなわ
れていた朝の集会において園児たちの唱歌の伴奏に使用されたり、園児たちが遊戯室から各保
育室に戻る際の行進用に演奏されたりしていた。なお、当時ピアノはまだ珍しく、他の保育者
はその演奏法を習得していなかったため、クララが欠勤した際にはピアノ伴奏なしで保育者と
幼児が一緒に歌いながら遊戯をしていたという（同上論文、同頁）。
　このように、わが国の幼児教育の黎明期に当たる明治期における、教育用具としてのピアノ
の導入や使用方法については、西海（2015 年）の東京女子師範学校附属幼稚園に関する研究や
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市川（1995 年）の教育の場への取り入れに関する研究、堀（1983 年）のピアノ文化史に関す
る研究などである程度明らかにされている。しかしそれらの研究は地域的に、首都である東京
（当時の東京府、現在の東京都）を中心としたものであり、当時から東京に次ぐ大都市であった
大阪（当時の大阪府、現在の大阪府および大阪市）における明治期の教育用具としてのピアノ
の導入や使用方法については、植田による大阪教育大学教育学部附属幼稚園の歴史に関する研
究（1984 年）や福原による愛珠幼稚園の保育内容に関する研究（福原、1992 年 a、1992 年 b）、
西小路による同じく愛珠幼稚園の保育記録に関する研究（2009 年）などで断片的に述べられて
いるのみであり、ピアノの導入や使用方法に注目した研究は管見の限り存在しない。そこで本
稿では、明治期の大阪において、教育用具としてのピアノが幼児教育の場である幼稚園にいつ
頃導入され、どのように使用されていたかについて関連資料の分析を通じて検討するとともに、
東京の事例（東京女子師範学校附属幼稚園におけるピアノの導入・使用方法）との間にどのよ
うな異同がみられるかについて考察する。明治期の大阪の幼稚園におけるピアノの導入および
その使用方法について明らかにすることは、幼児教育史研究およびピアノ文化史研究において
一定の意義を持つものと考えられる。
2 ．大阪における幼稚園の設立
　ここではまず、大阪における幼稚園設立の背景や経緯についてみていきたい。それらが、大
阪の幼稚園におけるピアノの導入の特徴に影響を及ぼす要因となったと考えられるためである。
明治の初期、主に政府や自治体が近代的学校設立をリードした首都東京と異なり、関西地方で
は京都の番組小学校の例にみられるように住民の自治組織が近代的学校設立を担うケースが散
見された。わが国の幼児教育施設においても、東京女子師範学校附属幼稚園開設の前年である
1875（明治 8）年に、番組小学校の 1 つである京都上京第 30 区第 27 番組小学校（のちの柳池
小学校）に開設された「幼稚遊嬉場」が最初のものであったとされている（文部科学省ウェブ
サイト）。
　一方、近代以前から商都として住民自治の伝統を有していた大阪においても、住民自治組織
である連合町会が近代的学校設立の有力な主体となった。1880（明治 13）年に大阪最古の幼稚
園の 1 つに数えられる大阪市立愛珠幼稚園（現在）も、当初は大阪東区道修小学校連合町会に
よって設立された町立幼稚園であった。1879（明治 12）年 10 月、大阪東区道修小学校に連合
町会を開設する際に「小学校は殆ど全国に普及したが幼児の教育上欠くことのできぬ幼稚園は、
一、二に過ぎない。当連合町は全国に率先して町立幼稚園を設立し幼児保育の効果を社会一般
に知らそう」（西小路、2009 年、p.10、愛珠幼稚園、1980 年）との建議がなされた。これを受
けて豊田文三郎、滝山瑄、原嘉助の 3 議員および戸長中西儀兵衛をメンバーとする創設委員会
が結成された。委員たちは町立幼稚園の設立後も尽力する旨を宣誓して愛珠幼稚園の設立が可
決承認される運びとなった（福原、1992 年 b、p.100）。明治初期、北船場には豊かな財力を背
景に商人の子弟を教育しようとする盛んな動きがあり、商売による合理と信義の精神、天下の
台所を預かる自負心と進取の気象があったといわれる（西小路、2009 年、p.9）。当時、大阪に
はほかに 1879（明治 12）年設立の大阪府立模範幼稚園が存在したのみであった（植田、1984
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年、p.13）。そのような幼児教育の黎明期において、愛珠幼稚園が住民たちの自負心と進取の気
象に支えられ自律的に町立幼稚園として設立されていったことは、幼児教育史上銘記すべき出
来事といえよう。
3 ．大阪の幼稚園におけるピアノの導入とその使用方法
（1）ピアノの導入とその背景
　日本がピアノを輸入し始めたのは明治 2（1869）年のことであった（堀内、1991 年、p.80）。
明治初期は日本社会に西洋音楽自体がまだほとんど浸透していない時期であり、幼児教育の場
はもちろん一般的にもピアノは大変貴重で高価な楽器であった。この時期、西洋楽器はすべて
輸入に頼っており、和楽器である箏の価格が 3 ～ 4 円だったのに対しピアノは数百円から 1000
円以上したといわれる（市川、1995 年、p.25）。そうした時期に東京女子師範学校附属幼稚園
にピアノを導入することができたのは、首席保母であった松野クララ個人の経歴や思想による
ところが大きいだろう。さらには、明治政府が教育の近代化を急ぐ中、同園がわが国初の幼稚
園であり、首都に設置された官立師範学校の附属園であったことも、近代的幼児教育のモデル
確立の必要性という観点から、ピアノという高価な西洋楽器の設置を可能にする一因となった
と考えられる。
　一方、大阪ではどうであっただろうか。大阪最初の幼稚園である大阪府立模範幼稚園におい
ては、東京女子師範学校附属幼稚園に準拠した内容の保育をおこなっており、幼児の活動の中
に集会や唱歌も組み込まれていたことが当時の保育時間表から確認できる（植田、1984 年、
p.14）。しかし、そうした活動の中で東京女子師範学校附属幼稚園のようにピアノは使用されて
いなかったと考えられる。大阪府立模範幼稚園はモデル園として当時最新の設備が導入された
が、当時の同園の様子を知る者の回想において、唱歌において拍子をとるために使われたのは
十三弦や胡弓笏などの和楽器であり、ピアノやオルガンはなかったと述べられていること（同
上論文、p.15）、明治期におけるピアノの設置状況に関する塩津の研究（1994 年）によれば、
1887（明治 20）年以前に幼稚園や小学校などの教育機関でピアノが設置されていたのは大阪で
は愛珠幼稚園（1883（明治 16）年設置）と 文部直轄中学校（1884（明治 17）年設置）のみで
あったこと（塩津、1994 年、pp.15）、さらに全国の唱歌教育普及の中心を担った音楽取調掛
（現在の東京芸術大学音楽学部）の伊沢修二掛長が 1882（明治 15）年の時点で、唱歌教育の伴
奏楽器として高価なピアノやオルガンではなく、箏や胡弓などの和楽器を勧める方針を打ち出
していたことから（市川、1995 年、p.25）、大阪府立模範幼稚園にはピアノが設置されていな
かったと考えられる。これらから、大阪で最も初期にピアノが設置された幼稚園は愛珠幼稚園
であったことが推測できる。大阪府立模範幼稚園はその後、町立の愛珠幼稚園の盛況をみて府
立幼稚園は不必要であると考えた建野郷三知事によって設立から 4 年後の 1883（明治 16）年
に廃園されるに至った（植田、1984 年、p.15）。廃園の理由の 1 つに当時大阪府の財政が逼迫
しており、年平均 1280 円ほどの幼稚園経費が捻出できなかったことがあげられているが（同上
論文、同頁）、やはりそうした状況において大阪府立模範幼稚園に当時数百円から 1000 円以上
したといわれるピアノが設置されたとは考えにくい。
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　一方、愛珠幼稚園は、先行する東京女子師範学校附属幼稚園と大阪府立模範幼稚園の 2 園に
倣ってその基盤を形成し保育内容を整備していった（西小路、2009 年、p.12）。「愛珠幼稚園志
留弁」によれば、その設立の趣旨は、「わが子が健康で才思があることを願わない親はいない。
しかし、幼児を思いのままに放任しておくことは、木を剪定せず、又、肥しをやらずに果実の
なるのを待つことと同じである。しかし、母親が家事で忙しくて保育しようにもできない状況
もある。フレーベルが発明した幼稚園とは幼稚を集めて、遊嬉に托して身体を養成し、心地を
開誘するところである」（同上論文、pp.14-15 より再引用）としている。このように保育理念
にもフレーベル主義の影響がみられるなど、愛珠幼稚園には東京女子師範学校附属幼稚園と、
それを倣って設立された大阪府立模範幼稚園の影響がみられ、こうした影響は保育規則や保育
科目、保育時間などにも及んでいる（福原、1992 年 b、p.107）。一方で、愛珠幼稚園は幼稚園
の園歌を社会一般に知らせるために保護者向け冊子の発行や独自の唱歌集の作成、恩物のあつ
らえ直しといった独自の工夫をこらしており、高額な楽器の購入・設置もその 1 つであった（同
上論文、同頁）。
　大阪の幼稚園において最も初期にピアノが設置されたと考えられる愛珠幼稚園であるが、創
立当初はピアノがなく、唱歌の伴奏には十三絃や笏などの和楽器が使われたとされる（愛珠幼
稚園、1903 年、p.3）。沿革誌の 1883（明治 16）年 6 月 1 日の欄に「前月ぴやのヲ購入シ比日
初メテ之ヲ用ウ爾後唱歌ハ本器ヲ専用ス」（愛珠幼稚園、1903 年、p.6）とあることから、同園
にピアノが初めて設置されたのは設立 3 年目の同年のことであったと考えられる（1）。なおピア
ノ設置の正確な動機については沿革誌等にも記述がなく推測に頼らざるを得ないが、同園が設
立当初より遊戯とならんで唱歌や音楽の指導を重視していた（福原、1992 年 b、p.106）ことが
第一の動機となったと考えられる。愛珠幼稚園の保育科目の構成は大阪府立模範幼稚園と類似
しているが、愛珠幼稚園の場合、「唱歌」とならんで「音楽」を開設している点が特色の 1 つで
ある（同上論文、p.101、p.106、西小路、2009 年、p.19）。さらに、同園が富裕な商人たちの財
力を後ろ盾とする町立園であったことで、当時財政が逼迫していた公立園よりもむしろ財政的
に豊かであった可能性があること、また、「積極的に子どもに対して本物を用意して日々の保育
で活用し、子どもにとってリアルな保育を心がけ」（福原、1992 年、p.106）ようという姿勢が
あったことも、当時まだ珍しく高価であったピアノの購入・設置を決断する動機となったので
はないだろうか。なお愛珠幼稚園は、1892（明治 25）年にはストラディバリウスのヴァイオリ
ンを購入、1900（明治 33）年にはさらに一丁ヴァイオリンを購入している（大阪市立愛珠幼稚
園百十周年記念事業委員会、1990 年、p.47）。豊かな財力、そして本物を用いた現実主義的な
保育を志向する姿勢は、商人たちによって設立された同園の特徴といえ、ピアノをはじめとす
る高価な西洋楽器の購入・設置もこうした特徴の下で成し遂げられた出来事であったと考えら
れる。東京女子師範学校附属幼稚園におけるピアノ設置から遅れることわずか 7 年、町立園が
独力で成し遂げたピアノ設置は、その先駆性において幼児教育史上評価しうるものといえよう。
（2）ピアノの使用方法
　それでは愛珠幼稚園において導入初期にピアノはどのように使用されていただろうか。上述
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したように東京女子師範学校附属幼稚園の使用方法として、園児たちが遊戯室から各保育室に
戻る際に行進用として弾く、というものがある。愛珠幼稚園でも 1892（明治 25）年に『風琴
洋琴進行曲』というマーチの曲ばかりが集められた曲集の本を購入しているので、ピアノは園
児たちが行進する際に弾かれたと思われる。また、東京女子師範学校附属幼稚園では朝の集会
において園児たちの唱歌の伴奏にピアノが使用されていたが、上述したように沿革誌の中のピ
アノの設置を記した欄に「爾後唱歌ハ本器ヲ専用ス」（愛珠幼稚園、1903 年、p.6）とあること
から、愛珠幼稚園でもやはり唱歌の伴奏にピアノが使用されていたと考えられる。愛珠幼稚園
に現存している明治期の音楽関係の資料をみると、1887（明治 20）年の『幼稚園唱歌集・全』、
1888（明治 21）年の『明治唱歌幼稚の曲・第一集』および『明治唱歌・第一集』、1891（明治
24）年の『愛國唱歌集』、1892（明治 25）年『小學唱歌』など、唱歌関係のものがほとんどで
あり（大阪市立愛珠幼稚園、1968 年、pp.26-30）。
　一方、同園は 1892（明治 25）年に『唱歌適用實驗遊戯』という資料を購入しているが、こ
れには唱歌を歌う時に一緒におこなう遊戯のやり方が書いてあり、図には園児たちが遊戯して
いる横でオルガンを弾いている保育者の姿が描かれている（図 1）。ただし、この資料を購入し
た当時から、愛珠幼稚園でこの図の通り遊戯の活動において鍵盤楽器が用いられたかは定かで
はない。しかし時代は下るものの、明治 40 年頃の愛珠幼稚園でおこなわれた七夕の遊戯の写真
があり、遊戯室で園児たちが輪になって踊っている奥にピアノと思われる楽器の前に座ってい
る保育者らしき姿がみえる（図 2）。子どもたちが円になって遊戯をおこない、保育者が鍵盤楽
器で伴奏するという姿は『唱歌適用實驗遊戯』に示された図そのものである。図 2 の写真は不
鮮明でありそこに写る鍵盤楽器の種類を特定することはできないものの、同園にはすでに 1883
（明治 16）年にピアノが設置されていたことから、遊戯活動に鍵盤楽器を用いるならばそれは
ピアノであったと考えるのが妥当であろう。したがって、遅くとも明治 40 年頃には同園におけ
る遊戯活動でピアノが用いられていた可能性が高い。また上述したように愛珠幼稚園ではピア
ノ設置当初から唱歌にピアノを使っていたことから、遊戯活動についても早ければ『唱歌適用
實驗遊戯』を購入した明治 20 年代からピアノを用いていた可能性がある。同園においてピアノ
設置当初から遊戯活動にピアノが用いられていたかどうかについては、今後更なる資料の探索
図 1　「進め
〵 〳
」
出所：芦田、1892 年、pp.2-3 にかけて 2 つに分かれた図を筆者が 1 つに合わせた
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と検討が必要である。
　以上から、愛珠幼稚園におけるピアノの使用方法は、東京女子師範学校附属幼稚園と同じく
主に園児の行進や唱歌の伴奏に用いられたと考えられる。さらに、東京女子師範学校附属幼稚
園では遊戯室にピアノが設置されていたものの（武石、2009 年、p.2）、少なくとも松野クララ
がピアノを使用していた設立初期には、ピアノはあくまで「保育唱歌の伴奏」と「幼児の行進」
のために使用されていたので（西海、2015 年、p.33）、遊戯の最中にピアノが演奏されること
はなかったのではないかと推測される。その後、上述の『唱歌適用實驗遊戯』に示されている
ように遊戯の活動そのものの中でオルガンなどの鍵盤楽器が使用されるようになったと考えら
れる。愛珠幼稚園においても、早ければ明治 20 年代に、遅くとも明治 40 年代にはピアノが遊
戯の活動の中で使用されるようになった可能性が高い。
　なお、当時子どもたちの行進や遊戯の際にどのような曲が弾かれたのであろうか。愛珠幼稚
園が購入した資料（2）の楽譜を示したのが図 3・4・5 である。これをみると、比較的易しいもの
でも伴奏である左手が和音であったり（図 3）、跳躍があったり（図 4）、伴奏の左手が単音で
も右手が重音の連続であったり（図 5）することが分かる。当時、ピアノを演奏できる者がほ
とんどいない中での保育者の苦労がうかがわれる。
4 ．おわりに
　以上、愛珠幼稚園を主たる対象として、明治期の大阪の幼稚園におけるピアノの導入とその
使用方法について検討してきた。その結果、大阪において初めて幼稚園にピアノを設置したの
は商人たちの自律的活動の中から町立園として設立された愛珠幼稚園であると考えられた。愛
図 2　七夕の遊戯（明治 40 年頃）
出所：大阪市立愛珠幼稚園百十周年記念事業委員会、1990 年、p.57
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図 3　『風琴洋琴進行曲』に掲載された楽譜（1）
出所：納所辨次郎、1892 年、p.1
図 4　『風琴洋琴進行曲』に掲載された楽譜（2）
出所：同上資料、p.13
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珠幼稚園は東京女子師範学校附属幼稚園や大阪府立模範幼稚園をモデルとしつつその保育内容
を整備していったが、その過程において独自の工夫がなされた。中でも唱歌・音楽を重視して
いた点は同園における保育の特徴の 1 つであった。これに加え、大阪の商人の豊かな財力、そ
して本物を用いた保育を志向する現実主義的な商人たちの姿勢が、当時まだ高価で珍しかった
ピアノが同園に設置される要因となったと考えられた。こうした住民自治組織による幼稚園設
立の経緯や商人による伝統的な地域共同体の特性に影響を受けた大阪の幼稚園におけるピアノ
導入の背景は、官立の東京女子師範学校附属幼稚園において個人（松野クララ）の経歴や意向
に影響を受けてピアノが導入されたという東京のケースと対比することができよう。
　なお、愛珠幼稚園におけるピアノの使用方法については、東京女子師範学校附属幼稚園との
類似性が高かったことが確認できた。ただし、愛珠幼稚園は保育内容の様々な点に独自の工夫
をしてきたことが分かっているため、ピアノの使用方法についても独自な点が存在していたの
ではないかと推測できる。また、当時ピアノを演奏できる保育者は少なかったと考えられるが、
愛珠幼稚園でピアノの演奏を担当していた保育者たちがそのようにピアノの演奏法を身につけ
ていたのかも保育者養成史やピアノ教育史の観点から気になる点である。これらについてさら
図 5　『學理技術音楽訓蒙』に掲載された楽譜
出所：ウィーベ、1889 年、p.49
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に詳しく検討していくことを今後の課題としたい。
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写として寄贈している。本稿では、大阪市教育センターの複写資料を使用した。
